
 
令和２年度の実績等についてお知らせします。 

 令和２年度実績の前年度比較 

 令和元年度・令和２年度の月別利用者数の比較 

 令和元年度と比較すると、すべての月で利用者が減少しています。  新型コロナウイルス感染症の影響により、大幅に利用者が減少したと  考えられます。 
内面もごらんください！ 

この印刷物は、印刷用の紙にリサイクルできます。 
●収支率の目標に未達 

前年度と比較して利用者・収支率ともに減少し、収支率は目標値（33.3%）を下回っています。 
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 年度別利用実績 

 「みなバス」は平成22年10月1日の本格運行開始以降、富士南地区の皆さまの「くらしの足」として利用

されてきました。 

 平成27年度以降の利用実績は以下のとおりです。 

 令和２年度の利用者数は、例年に比べて大幅に減少し、ここ数年間で 
利用者数が最も少ない年になりました。  

人 人/便 



✶ コミュニティ交通の大事なルール 

●費用負担のルール 「1/3ルール」    本市では、コミュニティ交通を本格運行する際、運行経費の2/3までを市の負担の上限とし、残りの

1/3は運行収入（運賃収入、事業者等からのサポート金）、及び地区負担金で賄うこととしています。 
運行収入 市負担（上限） 

運行経費 
1/3 2/3 

地区 
負担金 

 １／３ルール 

令和２年度の収支実績と地区負担金の特例措置 

令和２年度の収支実績より、収支率が３０.４％となり、地区負担金が２６０,０００円発

生することになりました。 

しかし、これは、新型コロナウイルスの影響によって利用者が減少し、収支が悪化し

たものと考えられます。 

このため、令和２年度の地区負担金は、前年度の金額を上限とする特例を適用し、 

０円となります。 

市負担(481万円） 

市負担(637万円) 

地区負担金（0万円 ） 

令和元年度の地区負担実績額を適用する 

市負担(611万円) 

運行経費（916万円） 

 

地区負担金（26万円 ） 収支率 30.4％ 運行経費の1/3 
（305万円） 

運行収入(279万円) 

（運賃収入226万円+支援金53万円） 

運行収入(279万円) 

（運賃収入226万円+支援金53万円） 



みなバスでは感染症予防対策として、運転士の体調管理や車内の消毒・換気等を実施してい 
ます。 
皆さまにおかれましても、ご利用の際は、マスク着用などの咳エチケットの徹底や、手洗い、 
消毒などの感染拡大防止にご協力ください。 
また、体調不良の際はご利用を控えていただきますようお願いいたします。 

 富士市都市計画課 公共交通推進担当 

電話：55-2904 FAX：51-0475 メール：toshikei@div.city.fuji.shizuoka.jp  みなバスに関する  お問い合わせ先  感染症予防について 

 みなバスの運行内容変更について 

富士急静岡バスの路線バス「三四軒屋線」が令和３年6月末をもちまして運行を終了

しました。 
これを受け、みなバスは、7月1日から、第1便の出発地点を「梅原クリニック・たか

ひろ耳鼻咽喉科医院」から「三四軒屋団地入口」に変更しました。 
今後も、みなバスをご利用いただけますよう、よろしくお願いいたします。 

… … 
… … 変更前 変更後 


